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「海の祭2021〜いま、これから〜」について

告知ページ

実施内容

13:00〜13:15 【オープニング】海の祭ismプロジェクト概要
13:15〜14:00 【基調講演】幸福学の第⼀⼈者と考える「ポストコロナ時代の祭の価値」
14:00〜14:15 【海の祭紹介】熱海こがし祭り
14:15〜15:30 【海の祭ismプロジェクト2020報告】
①海の祭体験プログラム、②海の祭開拓・取材、 ③海の祭に関する調査
15:30〜16:05 【ディスカッション】⼤学⽣と考える「海の祭」と「祭の未来」
16:05〜16:15 【クロージング】
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イベントタイトル 海の祭2021 〜いま、これから〜
（海の祭ismプロジェクト2020報告会）

⽬的 1. 海の祭ismプロジェクト2020として、リアルな祭がない中でどんな
チャレンジをしてきたかを伝える

2. マツリズムが「海の祭」に対してどのように向き合い、どのように関わ
ってきたかの報告と、それらを通じて何を学、何を残していきたいと
考えているかを報告する

3. 参加者に、海の祭が持つ魅⼒・可能性や、海の祭ismプロジェク
トの⾯⽩さを感じてもらう

⽇程 2021年7⽉22⽇（祝・海の⽇）

開催⽅法 YoutubeLiveを活⽤したオンライン配信

配信会場 マリンスクエア 2F（静岡県熱海市渚町７­５）

参加⼈数 約70名

協⼒ ⽇本財団「海と⽇本プロジェクト」

告知⽅法 特設ページの作成
各種プレスリリース（事前・事後）
メール、SNSによる任意の拡散 など
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「海の祭2021〜いま、これから〜」について

イベント告知について

特設ページの作成
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youtube視聴者（参加者について）

【参加者⼈数について】
・HP（ペライチ）からの参加 ︓36名
・Peatixからの参加 ︓21名
・当⽇参加 ︓約15名程度

【参加者属性について】
・担い⼿ ︓7名
・観覧者 ︓9名
・参加者 ︓21名
・その他 ︓約35名程度



【オープニング】海の祭ismプロジェクト概要
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「海の祭2021〜いま、これから〜」について
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冒頭に代表⼤原からイベントの概要説明、また海の祭ismプロジェクト、海
の祭についての講義が⾏われました。



【基調講演】幸福学の第⼀⼈者と考える「ポストコロナ時代の祭の価
値」
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「幸福学の第⼀⼈者と考える”ポストコロナ時代の祭の価値”」と題し、慶應
義塾⼤学⼤学院システムデザイン・マネジメント研究科教授・慶應義塾⼤学
ウェルビーイングリサーチセンター⻑の前野隆司⽒が「祭と幸せ」をテーマに基調
講演を⾏い、当団体代表理事⼤原学と質疑応答を⾏いました。このセッション
の中で、前野教授から、祭りは「幸せの4つの因⼦」を満たす活動の⼀つとして
説明がありました。
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海の祭「熱海こがし祭」の紹介

その後は、2018年に「海の祭体験ismプロジェクト」を当団体が初めて企
画・実施した海の祭「熱海こがし祭」の担い⼿によるお祭り紹介。オリジナル動
画を作成し、放映しました。
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海の祭ismプロジェクト2020報告

2020年度の海の祭ismプロジェクトでは、新型コロナウイルス拡⼤におけ
る社会情勢を鑑み、初のオンライン形式の海の祭体験プログラム（⼩学⽣向
けに新潟県佐渡市の「琴浦精霊船⾏事」を題材にした探求型プログラム、⼤
学⽣向けに⽯川県能登町の「とも旗まつり」を題材とした⻑期課題解決型プロ
グラム）、コロナ禍における海の祭のオンライン取材、そして海の祭に関する全
国調査の3つを主に⾏いました。それぞれの詳細や実施背景について報告する
とともに、ポストコロナ時代における祭の価値や祭の未来に向けた提⾔を⾏いま
した。
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海の祭ismプロジェクト2020報告
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海の祭「熱海こがし祭」の紹介及び海の祭ismプロジェクト2020報
告

最後のディスカッションのパートでは、「海の祭の魅⼒」や「祭の未来」について、
過去海の祭ismプロジェクトに参加した⼤学⽣が中⼼となって語り合い、これか
らの祭のあり⽅に対する提⾔が⾏われました。
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参加者アンケート結果
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参加者アンケート結果
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参加者アンケート結果
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アンケートに回答いただいた中から3名の⽅に
熱海の海の幸セットをお送りしました︕

参加者アンケート結果

「海の祭2021〜いま、これから〜」について



• 動き出しがいつも通りギリギリになってしまった。
• この配信を届けたかった海の祭の担い⼿の参加者が少なかった
• 感想として海の⼤切さに触れられた⼈が少なかった（海の祭にシフト）
• 感想アンケートの数が⼗分でなかった
• 熱海についての発信があまり出来なかった（災害もあって話題にしにくかった部

分も）
• 熱海が中⼼となったが他の海の祭りの紹介も⼿厚く⾏いたかった。
• 提⾔・紹介はできたが、アクションに繋がる⻑期的な海の祭りと関われる予算が

確保できなかった。
• 今後の具体的な協働につながるアクションが取れなかったこと
• ⾝体を伴った祭らしさを視聴者も実感できると良かった
• ジェンダーバランス
• ⼩倉さんの話が⻑かった
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• COVID-19の感染症対策をきっちりと⾏った上で出来た。
• 海の⽇に熱海から配信をしたので、海を感じてもらえた。
• 海の祭ismポロシャツをきていたので⼀体感を持てた。
• ⿂の⼲物のプレゼントに希望者が多かったので海を感じてもらえた。
• アンケートで「海に⾏きたくなった」という⼈がいた。
• YouTubeliveを混乱もなく配信できた。
• 事前収録の動画コンテンツも含め、視聴に飽きない⼯夫ができた。
• リリースだけでは難しい海や祭に対する感情を表現できた
• 各パートの⼈がリハーサルをしていたため、コンテンツの質・⻑さ

ともに適切なものとなった。
• web告知ページがしっかりとしていて、露出効果があった
• 熱海新聞で取り上げられた
• 事前申込制にしたことで、参加者数の予想がある程度できて良かった
• 参加申込経路が複数あったため、参加者が増えた（peatix）
• 地元の⼈が⼊ってくれるのは良かった

内部振り返り（良かった点）

内部振り返り（反省点）
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メディア掲載

「海の祭2021〜いま、これから〜」 PRについて
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No. メディア名 媒体 掲載⽇
1 熱海新聞 新聞・WEB 2021年7⽉23⽇
2 海と⽇本プロジェクト静岡県 WEB 2021年8⽉19⽇
3 神社新報 新聞 2021年8⽉30⽇

①

② ③
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プレスリリース

「海の祭2021〜いま、これから〜」 PRについて
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事前告知プレスリリース：2021年7月9日に配信

事後プレスリリース：2021年8月9日に配信


